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は
た
ち
の
ト
ビ
ラ
開
く



成
人
の
日
を
前
に
１
月
７
日
、「
は

た
ち
の
集
い
」
が
開
か
れ
、
本

年
度
20
歳
を
迎
え
る
３
３
８
人
（
平
成

15
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
式

典
は
４
年
ぶ
り
に
学
習
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、「
は
た
ち
の
集
い
」
に
名
称
を
変

更
し
て
か
ら
２
回
目
の
開
催
。
色
鮮
や

か
な
振
り
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
２
３
７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
会
わ
せ
た
同
級
生
と

近
況
を
報
告
し
合
っ
た
り
、
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
し
て
再
会
を
喜
び
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
式
の
中
で
、
田
村

町
長
は
「
皆
さ
ん
は
平
成
15
年
度
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
私
が
町
長
に
な
っ
た
の

も
平
成
15
年
度
。
あ
れ
か
ら
20
年
、
皆

さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
年
代
は

日
本
の
運
命
を
決
め
る
、
大
切
な
年
代

で
す
。
2
0
4
0
年
問
題
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
人
手
不
足
の
状
態
が
進
み
、

介
護
の
担
い
手
な
ど
社
会
を
支
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
処
方
箋
が
一
切
通
用
し
な
く

な
る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん

が
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
社
会
、
地
域
を

ど
う
す
る
か
を
す
べ
て
決
め
ま
す
。
皆

さ
ん
1
人
1
人
が
責
任
あ
る
世
代
と
し

て
行
動
し
、
日
本
、
吉
田
町
の
明
日
を

良
い
方
向
に
導
い
て
く
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
来
賓
か
ら
の
祝

福
と
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
参
加
者
を

代
表
し
て
「
ひ
か
り
ん
ち
ょ
」
の
愛
称

で
町
の
広
報
大
使
も
務
め
る
鈴す

ず

木き

光ひ
か
り

さ

ん
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
記
念
行
事
で
は
、
中
学
時

代
の
思
い
出
の
曲
「
あ
な
た
へ
～
旅
立

ち
に
寄
せ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」と「
道
」

を
合
唱
。
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
、
会
場
内
は

大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
最
後

に
中
学
時
代
の
恩
師
が
登
場
し
、
思
い

出
話
を
交
え
な
が
ら
、
成
長
し
た
教
え

子
た
ち
に
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

り
ま
し
た
。

はたちの集い

　

私
た
ち
は
二
十
歳
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
し
た
が
社
会
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
。
学
生
と
し
て
勉
強
中
の
人
、
す

で
に
就
職
し
て
仕
事
に
毎
日
奮
闘
し
て
い
る

人
、
ま
だ
将
来
の
夢
を
迷
っ
て
い
る
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
変
わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
夢
や
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く

の
か
を
考
え
る
よ
い
機
会
だ
と
思
い
身
が
引

き
締
ま
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
事
も
深
く
自

覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
は
、

権
利
と
義
務
、
自
由
と
責
任
が
あ
り
ま
す
。

権
利
を
主
張
す
る
な
ら
義
務
を
果
た
し
、
自

由
な
言
動
に
は
責
任
を
も
ち
毎
日
を
過
ご
し

た
い
で
す
。
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
思
う
こ
と
、

世
間
を
知
る
こ
と
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り

心
と
心
の
つ
な
が
り
の
良
さ
と
い
う
も
の
が

わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　

私
は
今
の
社
会
を
見
て
、
も
っ
と
大
き
な

視
野
で
こ
の
国
や
世
界
を
と
ら
え
、
考
え
、

そ
し
て
行
動
し
て
い
き
、自
分
の
将
来
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
て
、
強
い
意
志
を
持
っ

て
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
か
れ
て
い
る
立
場
は
皆
違
い
ま
す
が
、そ

れ
ぞ
れ
が
自
身
の
目
標
に
向
け
て
一
歩
一
歩

歩
み
続
け
て
い
る
最
中
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、ど
う
か

こ
れ
か
ら
も
温
か
い
目
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
一
月
七
日

は
た
ち
の
集
い
参
加
者
代
表　
　

鈴
木　

光

誓
い
の
言
葉

338人の門出

夢と未来へ
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恩師からのメッセージ
式典の第２部で恩師から励ましの言葉が送られました。

（　）内は当時の職名

１元男子バスケ
部、女子バスケ
部が集合 ２実は
皆さん双子。双
子が多かった平
成15年度生まれ  
３この日の思い
出は一生の宝物  
４久しぶりの再
会で会話に花が
咲き、笑顔満開  
５仲良し友達と
スマホでハイ、
チーズ

はたちになった皆さんにインタビューしました①将来の夢は
②家族（親）に一言

はたちの決意、抱負！！

①�化粧品会社の製造で多くの
①�化粧品会社の製造で多くの

人に商品を届ける
人に商品を届ける！！

②�小さい頃から誰よりも迷惑も
②�小さい頃から誰よりも迷惑も

心配もかけてしまったけど、�
心配もかけてしまったけど、�

ここまで育ててくれて本当にあ
ここまで育ててくれて本当にあ

りがとう。これからたくさん恩
りがとう。これからたくさん恩

返しできるように頑張るから見
返しできるように頑張るから見

守っていてください。
守っていてください。

人として成長できるように
人として成長できるように

たくさんのことにチャレンジ
！！

たくさんのことにチャレンジ
！！

①�音楽の先生①�音楽の先生
②�私を産んでくれて、２０年育て
②�私を産んでくれて、２０年育ててくれてありがとう。いつも私
てくれてありがとう。いつも私がやりたいことをがやりたいことを１１番に応援番に応援してくれて本当に感謝してるよ。
してくれて本当に感謝してるよ。これからも迷惑かけるけどよ
これからも迷惑かけるけどよろしくね。大好きだよ。
ろしくね。大好きだよ。

私らしく笑顔で私らしく笑顔で
一生懸命頑張る！！
一生懸命頑張る！！

①�管理栄養士。健康を維持、①�管理栄養士。健康を維持、
疾患を一次予防するための疾患を一次予防するための
指導ができる場で働きたい。指導ができる場で働きたい。

②�どんなときも私の味方であり、②�どんなときも私の味方であり、
１１番の理解者でいてくれてあ番の理解者でいてくれてあ
りがとう。りがとう。

大人の自覚を持ち、責任大人の自覚を持ち、責任
ある行動を心がける！！ある行動を心がける！！

①�静岡県のスーパースター①�静岡県のスーパースター
②②��はたちまで本当にたくさんお世話になりはたちまで本当にたくさんお世話になり
ました。これからも助けてもらうこととかました。これからも助けてもらうこととか
世話を焼くことも多々あると思うけど、世話を焼くことも多々あると思うけど、
世界で世界で１１番大好きな家族に恩返しが番大好きな家族に恩返しが
できるように私も日々 を過ごしたいです！！できるように私も日々 を過ごしたいです！！

できなかったこと、苦手なこと、できなかったこと、苦手なこと、
新しいことにチャレンジ！！新しいことにチャレンジ！！

加
か

藤
とう

 葵
あおい

大学生（大幡）
中
なか

村
むら

愛
あい

紀
き

大学生（神戸）

鈴
すず

木
き

 光
ひかり

吉田町広報大使
タレント（片岡）

五
ご

條
じょう

 華
はな

大学生（片岡）

１

２３

４

５

山
やま

本
もと

 一
はじめ

さん（学年副主任）

吉田町でICTを活用した教育がど
んどん進んでいるように社会は変
化し続け、若い力がより求められ
る時代となっています。皆さんが
これからの日本を引っ張ってくれ
ることを期待しています。

松
まつ

浦
うら

昭
あき

彦
ひこ

さん（３年１組担任）

皆さんには、今、そしてこれから
どんな幸せがあるかを感じてほし
い。皆さんが幸せになって、その
幸せをちょっとでも感じることが
できたら私は幸せです。本当に幸
せになってください。

中
なか

島
じま

一
かず

樹
き

さん（３年４組担任）

はたちというのは、変化の始まり。
酒が飲めるようになったり、結婚
して子どもが生まれたりするなど、
皆さんにはその変化を楽しんでほ
しい。楽をするのではなく、楽し
く生きてくれたらうれしいです。

岩
いわ

田
た

祐
ゆう

太
た

郎
ろう

さん（３年５組担任）

皆さんの中には、もうなりたいも
のになっている人やまだなりたい
ものが決まっていない人がいると
思いますが、頑張れば何にでもな
れると思います。私も頑張ります
ので、一緒に頑張りましょう。

座
ざ

間
ま

哲
てっ

平
ぺい

さん（３年６組担任）

皆さんにはこれから出会う人たち
を大切にしてほしいと思います。
自分が苦しいときに支えてくれる
人は周りの人。出会いを大切にし
て、人を大切にして、自分も大切に
して楽しい人生を送ってください。

庄
しょう

子
じ

美
み

咲
さき

さん（３年７組担任）

皆さんは中学生の頃から周りの人
を温かく励ましたり、支えること
ができたりする人たちでした。大
人になっても学級目標であった

「みんなハッピー」を実現できる
と思っています。応援しています。

森
もり

下
した

 涼
りょう

さん（３年８組担任）

皆さんの大人になった姿をみるこ
とができて本当にうれしく思いま
す。皆さんには楽しく、自分らしく
生きていってほしいと思っていま
す。私もそんな風に努力しますの
でお互いに頑張っていきましょう。
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早春を告げる梅の開花◎県営吉田公園

町内小中学校の児童、生徒から出品
された「吉田町書き初め展」の入

賞作品が決定しました。１月15日に役
場町民ホールで開かれた審査会では、
各学校から集まった代表作品195点を、
書写担当教諭が止めやはらい、バラン
スなどを1点ずつ審査し、58点の入賞作品（町長賞各学年１
点、教育長賞各学年２点、特選31点）を選びました。
結果は次の通りです（町長賞・教育長賞のみ掲載、敬称略）。

小
学
生
の
部

本も
と

橋は
し　

凛り

音お
ん

（
住
吉
小
１
年
）
①

石い
し

田だ　

み
に
（
自
彊
小
２
年
）
②

三み

輪わ　

倫り
ん

大た

（
自
彊
小
３
年
）
③

増ま
す

田だ　

海か
い

里り

（
住
吉
小
４
年
）
④

北き
た

村む
ら　

愛あ
い

莉り

（
中
央
小
５
年
）
⑤

横よ
こ

山や
ま

ひ
よ
り
（
住
吉
小
６
年
）
⑥

中
学
生
の
部

西に
し

原は
ら　

佳か

穂ほ

（
吉
田
中
１
年
）
⑦

若わ
か

月つ
き

凛り

り々

愛あ

（
吉
田
中
２
年
）
⑧

蒔ま
き

田た　

弥み

奈な

（
吉
田
中
３
年
）
⑨

小
学
生
の
部

堀ほ
り

江え　

陽は
る

仁ひ
と

（
中
央
小
１
年
）

内う
ち

川か
わ　

統と
う

義ぎ

（
自
彊
小
１
年
）

岩い
わ

堀ほ
り　

陽は
る

真ま

（
中
央
小
２
年
）

大お
お

岩い
わ　

紗さ

奈な

（
中
央
小
２
年
）

芝し
ば

原は
ら

寿こ

乃の

初は

（
住
吉
小
３
年
）

澤さ
わ

入い
り　

ゆ
づ
（
中
央
小
３
年
）

堀ほ
り

井い　

来ら
い

花か

（
住
吉
小
４
年
）

増ま
す

田だ　

梨り

乃の

（
中
央
小
４
年
）

大お
お

村む
ら　

美み

結ゆ

（
住
吉
小
５
年
）

川か
わ

本も
と　

実み

空く

（
住
吉
小
５
年
）

増ま
す

田だ　

愛あ
い

琉る

（
住
吉
小
６
年
）

山や
ま

田だ　

春は

流る

（
中
央
小
６
年
）

中
学
生
の
部

鈴す
ず

木き　

蒼あ
お

唯い

（
吉
田
中
１
年
）

池い
け

田だ　

汐し
お

里り

（
吉
田
中
１
年
）

多た

た々

良ら

柚ゆ

衣い

（
吉
田
中
２
年
）

本ほ
ん

間ま　

美み

咲さ
き

（
吉
田
中
２
年
）

中な
か

野の　

柚ゆ
ず

葵き

（
吉
田
中
３
年
）

内う
ち

田だ　

希の
の

華は

（
吉
田
中
３
年
）

吉田町書き初め展

書き初め195点
力作の中から
入賞作品を決定

1Topics

町
長
賞

教
育
長
賞

③④⑤⑥⑦⑧⑨

①②

如月の由来
厳しい寒さに備え、さらに衣を重ね着すると
いう意味から「衣

き
更
さら
着
ぎ
」、それが転じて「如月」

となったと言われています。
※諸説あります。

如き
さ
ら
ぎ月

特集
はたちの集い
338人の門出 夢と未来へ� 02

　

Topics1
吉田町書き初め展
書き初め195点
力作の中から入賞作品を決定� 07

　   

まちからのお知らせ� 08
　

Topics2
吉田町消防団出初式
地域守る消防団
防火・防災への決意新たに� 12

　

Topics３
第36回吉田町駅伝大会
５年ぶりの大会
タスキリレー 思いつなぐ� 14

　

まちのわだい� 16
　

情報ボックス� 18
　

保健だより� 22
　

としょかんだより� 23
　

かがやく笑顔
Happy Birthday（ハッピーバースデー）� 24

　

２
2024 No. 77５
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国際交流協会
会員を随時募集中‼
協会は、一緒に活動する仲間を

募集しています。「明るく楽しく、

国際交流！」をモットーに和気

あいあいと活動しています。資

格は不要です。興味のある人は

下記へ連絡してください。

問町国際交流協会事務局

　企画課　企画調整部門

　 33－2136

「
水
道
水
質
検
査
計
画（
案
）」
に
対
す
る
意
見
を
募
集 

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

上
下
水
道
課
で
は
水
質
基
準
に
適
合

し
た
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
、
毎
年

度
水
道
水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
計
画
に
基
づ
い
て
水
質
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
計
画
に
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
令
和
５

年
度
計
画（
案
）を
公
表
し
、
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
計
画（
案
）は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
上
下
水
道
課
窓
口
、
役
場
１

階
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

　

２
月
26
日
㈪
～
３
月
11
日
㈪

※�

①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
意
見

内
容
を
記
載
し
て
持
参（
㈯
㈰
除
く
）、

ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
、募
集

フ
ォ
ー
ム
か
ら
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

水
道
工
務
部
門

　

33
－
２
１
２
８

地
震
だ
津
波
だ
す
ぐ
避
難 

～
少
し
で
も
早
く
、少
し
で
も
高
く
～ 

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
震
や
津
波
は
、
い
つ
何
時
襲
っ
て

く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、

正
し
い
情
報
を
入
手
す
る
と
と
も
に
、

津
波
避
難
場
所
や
避
難
路
な
ど
の
確
認

を
通
し
て
、
ど
ん
な
時
で
も
避
難
で
き

る
対
策
（
家
の
耐
震
化･

家
具
の
固
定･

窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
、
食
料
や
水
、

簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
・
非
常
用
持
出
品

の
用
意
な
ど
）
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
分
や
家
族
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る

た
め
に
も
積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

実
施
日
時

　

３
月
10
日
㈰ 

８
：
30
～
９
：
30

※��

８：30
に
訓
練
地
震
発
生
を
同
報
無
線

　

�

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
地
域

　

町
内
全
域

重
点
項
目

◦
緊
急
避
難
場
所
・
避
難
路
の
確
認

◦
即
時
行
動
の
実
践

◦
要
配
慮
者
へ
の
支
援
体
制
検
証
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

防
災
課　

防
災
部
門
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こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

接
種
費
用
助
成
の
申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か

　

昨
年
10
月
１
日
以
降
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
た
子
ど
も
の
接

種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
申
請
期

限
は
３
月
29
日
㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
象

　

接
種
日
に
町
内
に
住
所
が
あ
る

　

１
歳
～
中
学
３
年
生

申
請
に
必
要
な
も
の

◦�
申
請
書
（
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◦�

領
収
書（
接
種
者
の
氏
名
、支
払
金
額
、

接
種
日
、接
種
ワ
ク
チ
ン
、接
種
し
た

医
療
機
関
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

・�

保
護
者
名
義
の
通
帳
の
写
し
な
ど
振

込
口
座
が
わ
か
る
書
類

助
成
額

　

上
限
１
０
０
０
円
／
回

申
請
方
法

　

医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
た
後
、

健
康
づ
く
り
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
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原
付
や
軽
自
動
車
税
の
課
税
は
４
月
１
日
が
基
準 

登
録
変
更
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時

点
で
登
録
し
て
い
る
原
付
や
軽
自
動
車

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
の
手
続
き
を
せ
ず
に
放
置
し
て

い
る
人
や
他
人
に
譲
渡
し
て
ま
だ
名
義

変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
な
ど

は
、
廃
車
、
名
義
変
更
の
手
続
き
を
必

ず
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
他
市
区
町
村
か
ら
町
内
に
転
入

し
た
人
で
、
原
付
や
軽
自
動
車
の
登
録

住
所
が
旧
住
所
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
車
種
に
よ
り
手
続
き
を
す

る
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
各
車
種
の
登

録
変
更
の
手
続
き
場
所
は
下
記
の
表
の

通
り
で
す
。

※�

静
岡
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
モ
ー
タ
ー
ス
や
榛
原
自
家

用
自
動
車
協
会
（
牧
之
原
市
静
波

１
７
２
５
－
18

　

22
－
０
０
１
０
）

　

で
も
手
続
き
を
代

　

行
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

収
納
管
理
部
門
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車　種 ナンバー 手続き場所

原動機付自転車（125㏄以下）
小型特殊自動車 吉田町 吉田町役場１階 税務課

（必要なもの）ナンバープレート・標識交付証明書・本人確認書類

軽二輪車
 （125㏄超～250㏄以下）

静　岡
中部運輸局静岡運輸支局
静岡市駿河区国吉田２丁目４－25　 050－5540－2050
※県外で廃車、譲渡された場合は税務課に連絡してください。二輪の小型自動車

 （250㏄超）

軽自動車
 （三輪・四輪） 静　岡 軽自動車検査協会静岡事務所

静岡市駿河区国吉田１丁目１－26　 050－3816－1776

皆
さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に 

身
近
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

身
近
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
文

化
・
言
語
・
国
籍
や
年
齢
・
性
別
な
ど

の
違
い
、
障
害
の
有
無
や
能
力
差
な
ど

を
問
わ
ず
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
た
建
築
（
設
備
）・
製
品
・
情
報
な

ど
の
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）
の
こ
と
を
定

義
し
た
も
の
で
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
あ
ら
ゆ

る
物
や
場
所
が
、
私
た
ち
の
身
近
に
も

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

例
え
ば
、
公
共
施
設
や
観
光
施
設
な

ど
で
使
わ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
や
非
常
口

な
ど
を
示
す
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま

す
。
外
国
人
観
光
客
や
細
か
い
文
字
が

見
え
に
く
い
人
な
ど
に
も
わ
か
り
や
す

く
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
身
近
に
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
調
整
部
門

　

33
－
２
１
３
6

各
国
の
料
理
や
踊
り
な
ど 

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
で
異
文
化
交
流

　

異
な
る
文
化
や
習
慣
を
持
つ
外
国
人

と
の
相
互
理
解
や
交
流
を
目
的
に
、

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
音
楽
や
踊
り
が
披
露
さ
れ

る
な
ど
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
す
。
申
込
は
不
要
で
す
。
家
族
や
友

人
を
誘
っ
て
異
文
化
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　
時　
３
月
３
日
㈰
13
：
00
～
16
：
00

場　
所　
片
岡
会
館

参
加
費　
無
料

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
を
募
集 

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
働
き
ま
せ
ん
か

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
働
き
ま
せ
ん
か

　

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
に
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
過
ご
し
、成
長
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
人
、資
格
が
な
い
人
も
大
歓

迎
で
す
。

給
料
（
時
給
）

　

９
９
６
円
～（
各
種
保
険・手
当
あ
り
）

※�

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
は
＋
１
５
４
円

勤
務
時
間（
応
相
談
）

　
13
：
00
～
18
：
30
の
う
ち
５
時
間

※�

学
校
休
業
日
は
７
：
30
～
18
：
30
の
う

ち
７
時
間
45
分

休　

日

　

土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
未
来
課　

児
童
福
祉
部
門
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▲防災情報の収集手段の詳細はコチラから

広報よしだ◎2024／２月 0809



静
岡
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル 

「
広
報
よ
し
だ
」が
最
優
秀
賞
で
全
国
へ

　

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
１

月
17
日
～
19
日
、
22
日
に
行
わ
れ
、

「
広
報
よ
し
だ
」
が
広
報
紙
（
町
）
部

門
で
最
優
秀
賞
、
一
枚
写
真
部
門
で
優

秀
賞
、
組
み
写
真
部
門
で
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
昨
年

中
に
発
行
さ
れ
た
県
内
自
治
体
や
団
体

の
広
報
媒
体
を
対
象
に
実
施
。
本
年
度

は
、
広
報
紙
や
写
真
な
ど
６
部
門
に
応

募
の
あ
っ
た
91
点
の
作
品
を
報
道
関
係

者
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど

が
厳
正
に
審
査
し
、
受
賞
作
品
を
決
定

し
ま
し
た
。
今
回
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
作
品
は
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

県
の
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　

取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
活
動
や
頑
張
り
、
す
て

き
な
笑
顔
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
政
情
報
を
わ
か
り
や
す

く
お
届
け
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
皆

さ
ん
に
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら

い
、
も
っ
と
よ
し
だ
が
好
き
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
「
よ
し
だ
フ
ァ
ン
」

を
増
や
す
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
課 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
門
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組み写真部門で奨励賞を受賞した2023年５
月号４・５㌻ / 小学校入学式の様子を取材。
学校生活への期待に胸を膨らませ、子ども
たちが見せるピカピカの笑顔を組み写真に。

広報紙部門で最優秀賞を受賞した２０23年６月号 /
妊娠期から子育て期までの支援制度や施設を紹介
するとともに町内で子育てするパパ、ママにもイ
ンタビュー。吉田町の子育て支援を特集しました。

一枚写真部門で優秀賞を受賞し
た２０23年８月号表紙 / 川尻の
夏祭り。灯りをともした屋台の
上で美しく舞う踊り子を撮影。

「
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集 

入
園
前
の
時
間
を
親
子
で
楽
し
も
う
‼

　

中
央
児
童
館
で
は
、
２
才
児
の
親
子

を
対
象
に
、
体
操
、
工
作
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど
が
楽
し
め
る
「
わ
ん
ぱ
く
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
参

加
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

対　
象

　

�

令
和
３
年
４
月
２
日
～
令
和
４
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
未
就
園
児
の
親

子
（
定
員
20
組
）

期　
間

　

令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年
３
月

　

年
間
12
回
（
月
１
回
金
曜
日
）

時　
間

　

10
：
00
～
11
：
00

参
加
費

　
未
就
園
児
１
人
に
付
き

　

１
０
０
円
/
回

申
込
方
法

　

中
央
児
童
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

３
月
１
日
㈮
～
（
先
着
順
）

※
月
曜
日
、第
３
日
曜
日
、祝
日
は
除
く

問
い
合
わ
せ

　

中
央
児
童
館
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令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の
法
律
で
す
。
国
、
市
町
村
な
ど
の
行
政

機
関
や
会
社
、
お
店
な
ど
の
民
間
事
業
者
に
対
し
て
障
害
を
理
由
と
す
る
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
を
し
な
い

こ
と
や
「
合
理
的
な
配
慮
の
提
供
」
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
は
、
事
業
者
に
よ
る

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認
め

合
い
な
が
ら
、共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
課 

社
会
福
祉
部
門　
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法改正後 行政機関など 民間事業者

不当な
差別的取扱い 禁止 禁止

合理的配慮
の提供 義務

努力義務⇒

義務

してはいけないこと

“不当な差別的な取扱い”とは
正当な理由なく、障害を理由として、障害のない人と
異なる対応をすることです。

障害を理由に入店や
施設の利用を断る

必要がないのに付き添
い者の同行を求める

【例】

しなければいけないこと

“合理的配慮の提供”とは
障害者から何らかの配慮を求める意思表示があった場
合に、負担になりすぎない範囲で対応をすることです。

筆談や読み上げなど、
コミュニケーション
の方法を工夫する

【例】 段差がある際、キャスター
上げなどの補助を行う

ヘルプマークを
知っていますか？
配慮を必要とすることが外見からは分かりづらい人が身につけることで、配慮が必要なことを周囲に知らせるマークです。このマークを見掛けたら思いやりのある行動を心掛けましょう。

【身につけている人】
内部障害や難病の人
妊娠初期の人　など

　

合
理
的
な
配
慮
の
提
供
方
法
は
１
つ

で
は
な
く
、
申
出
の
あ
っ
た
方
法
で
は

対
応
が
難
し
い
場
合
で
も
、「
建
設
的

対
話
」
を
通
じ
て
、
代
替
措
置
の
選
択

も
含
め
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

建
設
的
対
話
と
は

　

障
害
者
や
そ
の
家
族
か
ら
あ
っ
た
申

出
の
内
容
と
、
そ
の
申
出
に
対
し
て
負

担
の
な
い
範
囲
で
で
き
る
対
応
に
つ
い

て
、
障
害
者
と
事
業
者
な
ど
が
持
っ
て

い
る
情
報
や
意
見
を
伝
え
合
い
な
が
ら

歩
み
寄
り
、
現
状
を
よ
り
良
く
し
て
い

こ
う
と
対
話
を
重
ね
、
解
決
策
を
見
い

出
し
て
い
く
た
め
の
や
り
と
り
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　児童館が大好きで、よく遊びに来ています。　児童館が大好きで、よく遊びに来ています。
たくさんのおもちゃがあり、小学生の兄妹も一緒たくさんのおもちゃがあり、小学生の兄妹も一緒
に大きなトランポリンやゲームを楽しんでいます。に大きなトランポリンやゲームを楽しんでいます。
　わんぱく教室を見学させてもらったとき、親子　わんぱく教室を見学させてもらったとき、親子
でダンスをしたり、工作をしたりして、子ども同士でダンスをしたり、工作をしたりして、子ども同士
の関わりもたくさんあって、とても楽しそうでした。の関わりもたくさんあって、とても楽しそうでした。
４４月からのわんぱく教室も楽しみにしています。月からのわんぱく教室も楽しみにしています。

大
おお

石
いし

実
み

里
さと

さん

茉
ま

依
い

佳
か

ちゃん

　　 菜
な

乃
の

佳
か

さん 晴
はる

仁
ひと

くん

広報よしだ◎2024／２月11 広報よしだ◎2024／２月 10



表
彰
さ
れ
た

団
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▽
精
績
章
・
勤
続
章

　

本
部
長　

松
本
文
保
（
本
部
）

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
特
別
功
績
章・勤
続
功
労
章（
30
年
以
上
）

　

本
部
長　

松
本
文
保
（
本
部
）

▽
功
績
章
・
勤
続
功
労
章
（
25
年
以
上
）

　

本
部
長　

駒
澤　

優
（
本
部
）

▽
特
別
功
労
章

　

本
部
長　

中
村
恵
太
（
本
部
）

　

本
部
長　

澤
崎　

功
（
本
部
）

　

部　

長　

岸
端
源
季
（
第
１
分
団
）

▽
功
労
章
（
15
年
勤
続
）

　

部　

長　

飯
田
俊
介
（
第
１
分
団
）

　

部　

長　

増
田　

誠
（
第
１
分
団
）

　

班　

長　

田
村
将
基
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

岸
端
輝
貴
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

河
原
崎
功
（
第
１
分
団
）

▽
勤
続
功
労
章
（
20
年
以
上
）

　

本
部
長　

澤
崎　

功
（
本
部
）

　

部　

長　

岸
端
源
季
（
第
１
分
団
）

▽
勤
続
功
労
章
（
15
年
以
上
）

　

部　

長　

飯
田
俊
介
（
第
１
分
団
）

　

部　

長　

増
田　

誠
（
第
１
分
団
）

　

班　

長　

田
村
将
基
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

岸
端
輝
貴
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

河
原
崎
功
（
第
１
分
団
）

▽
勤
続
功
労
章
（
10
年
以
上
）

　

分
団
長　

田
中
佑
季
（
第
２
分
団
）

　

分
団
長　

萬
年
一
成
（
第
４
分
団
）

　
副
分
団
長　

田
中
利
樹
（
第
２
分
団
）

　

班　

長　

辻　

佑
馬
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

上
田
公
平
（
第
１
分
団
）

　
団　

員　

久
米
真
嵩
（
第
１
分
団
）

▽
永
年
（
25
年
以
上
）
勤
続
団
員
の
家
族

　

に
対
す
る
感
謝
状
贈
与

　

本
部
長　

駒
澤　

優
の
ご
家
族

静
岡
県
消
防
協
会
榛
原
支
部
長
表
彰

▽
特
別
功
労
章

　

分
団
長　

大
石
勇
輝
（
第
１
分
団
）

　

分
団
長　

田
中
佑
季
（
第
２
分
団
）

　

分
団
長　

松
下
夕
介
（
第
３
分
団
）

　

分
団
長　

萬
年
一
成
（
第
４
分
団
）

▽
功
績
章
（
10
年
以
上
）

　

分
団
長　

田
中
佑
季
（
第
２
分
団
）

　

分
団
長　

萬
年
一
成
（
第
４
分
団
）

　
副
分
団
長　

田
中
利
樹
（
第
２
分
団
）

　

班　

長　

辻　

佑
馬
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

上
田
公
平
（
第
１
分
団
）

　
団　

員　

久
米
真
嵩
（
第
１
分
団
）

▽
勤
続
功
労
章
（
５
年
勤
続
）

　

団　

員　

町
田
幸
翼
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

杉
本
裕
也
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

曽
根
太
貴
（
第
２
分
団
）

　

団　

員　

和
田
真
記
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

田
村
公
洋
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

中
川
立
哉
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

辻　

大
樹
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

島
野
吉
喜
（
第
４
分
団
）

吉
田
町
長
表
彰

▽
永
年
勤
続
団
員
（
25
年
以
上
勤
続
）

　

本
部
長　

駒
澤　

優　
（
本
部
）

▽
優
良
団
員
（
５
年
以
上
勤
続
）

　

団　

員　

町
田
幸
翼
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

杉
本
裕
也
（
第
１
分
団
）

　

団　

員　

曽
根
太
貴
（
第
２
分
団
）

　

団　

員　

和
田
真
記
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

田
村
公
洋
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

中
川
立
哉
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

辻　

大
樹
（
第
４
分
団
）

　

団　

員　

島
野
吉
喜
（
第
４
分
団
）

▽
永
年
（
25
年
以
上
）
勤
続
団
員
の
家
族

　

に
対
す
る
感
謝
状
贈
与

　

本
部
長　

駒
澤　

優
の
ご
家
族

退
職
消
防
団
員
に
対
す
る
消
防
庁
長
官 

の
報
償
（
銀
杯
）

▽
２
号
報
償
（
15
年
以
上
勤
続
）

　

令
和
５
年
３
月
退
職
消
防
団
員

　
元
分
団
長　

廣
川　

誠
（
勤
続
15
年
）

　

元
部
長　

田
中
洋
介
（
勤
続
17
年
）

　

元
部
長　

益
田
祐
希
（
勤
続
16
年
）

　

元
班
長　

鈴
木
雅
直
（
勤
続
18
年
）

　

元
班
長　

田
島
尚
樹
（
勤
続
16
年
）

2
吉田町消防団出初式

地域守る消防団
防火・防災への
決意新たに

町消防団の出初め式が１月６日、
吉田中学校体育館で開かれまし

た。消防団員、消防車両が出動し、出
席した消防関係者など約40人とともに
防火・防災への決意を新たにしました。
　人員報告や服装点検が行われた後、
場所を屋外に移して４年ぶりに分列行
進を披露。式では、長年にわたって消
防団活動に従事した団員に田村町長
や杉

すぎ

本
もと

幸
ゆき

三
みつ

消防団長から表彰状など
が手渡されました。
　田村町長は「消防団はこの町の宝
であり、平時からの備えが町民に安心
感を与えている。気持ちを新たに、今後
も士気を高め、地域に尽くし、町民の期
待に応えられるよう活動に励んでもら
いたい」と訓示。杉本団長は団員の日頃
の消防活動をねぎらい、「多種多様な大
規模災害が発生する厳しい状況の下、
使命達成のために力を合わせ、立ち向
かっていかなければならない。今後も
今以上に迅速で正確な対応がとれる
よう訓練に励み、地域の人たちに安心
感を与えるよう、より一層の努力と更な
る活躍を期待している」と団員たちに
呼び掛けました。

Topics

12/26～2/16 夜警巡視を実施中です　
町消防団は冬の夜間に町内を回って火の用心を呼び
かける夜警巡視を実施しています。令和３年度から
夜警巡視にあわせ、公共施設や駐車場などの防犯パ
トロールも行っています。
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初春の吉田路をタスキでつなぐ
「第36回吉田町駅伝大会」（町

体育協会、町教育委員会主催）が１月
14日、吉田中学校グラウンドを発着
点に開催されました。大会は、５年ぶ
りの開催で、町内会やシニアなどの
８部門に加え、オープン参加の障害
を抱える子とその親で構成される
ぽっかぽかランニングクラブを含め
た79チーム、約500人が参加。15㌔
のロングコースと７.98㌔のショート
コースに分かれ、いずれも５区間で
健脚を競いました。
　開会式では吉田中陸上競技部の
大
おお

塚
つか

斗
と

羽
わ

部長が「これまでの練習
の成果を発揮できるようこの機会を
全力で楽しみ、最高に走り抜けるこ
とを誓います」と力強く宣誓。沿道に
は大勢の観客が集まり、選手たちは
大きな声援を受けながらゴール目指
して懸命にタスキをつなぎました。

3
第36回吉田町駅伝大会

５年ぶりの大会
タスキリレー
思いつなぐ

Topics

大会結果
（各部門第３位まで）

ロングコース（参加チーム数）
総合優勝 かっちゃんタイガース  【53分12秒】

一般男子の部（19）
①カヌーマッチョ� 【59分55秒】
②アガベ� 【１時間01分43秒】
③スナックきょうこ駅伝部�【１時間06分40秒】
町内会の部（9）
①東村壮年会 A� 【１時間00分12秒】
②山八組駅伝部 A� 【1時間00分49秒】
③上組☆壮年会� 【１時間08分46秒】
中学生男子の部（13）
①かっちゃんタイガース� 【53分12秒】
②オープン・ザ・カッチャン� 【57分41秒】
③吉田中学サッカー部 A� 【59分15秒】

ショートコース（参加チーム数）
総合優勝  静岡吉田 AC（Ａ）� 【29分38秒】

一般女子の部（２）
①エンジョイ☆ランニング� 【37分22秒】
②チームおいちご� 【41分35秒】
中学・高校生女子の部（８）
① S － WISH� 【31分55秒】
②新しい学校のかっちゃんず� 【32分20秒】
③陸上競技部� 【33分21秒】
小学生男子の部（15）
①静岡吉田 AC（A）� 【29分38秒】
②静岡吉田 AC（B）� 【31分54秒】
③吉田中央野球スポーツ少年団Ａ� 【32分50秒】
小学生女子の部（５）
①静岡吉田 AC（A）� 【３3分40秒】
② Cheese‼ダンス部 A� 【35分10秒】
③静岡吉田 AC（Ｂ）� 【36分15秒】
シニアの部（３）
①富士フイルム� 【36分59秒】
②戌亥会� 【37分15秒】
③親父坂46� 【38分05秒】
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▲��栄養教諭に教わりながら、ごはんやおかず
を上手に盛り付ける園児たち

　町内の保育園で、年長児が学校給食を体験しました。そのうち、さ
くら保育園では１月２３日、年長児１4人が配膳から片付けの仕方、食事
のマナーなどを吉田榛原学校給食協働調理場の平

ひら

井
い

健
けん

児
じ

栄養教諭から
学びました。三角巾とマスクを身につけた園児たちは少し緊張した面
持ちで、交代で配膳係に挑戦。見本を見ながら１人分のご飯やおかず
を上手に盛りつけ、「いただきます」のあいさつをした後、おいしそう
に給食を頬張りました。園児たちは「上手に配膳ができた。小学校で
も好き嫌いしないで残さず食べる」と笑顔で話していました。

保育園年長児が学校給食体験
食マナーを学び 学校生活に胸を弾ませる給

　「まちづくり」をテーマにした学習成果発表会が１月１２日、吉田中
学校で開かれ、同校３年生が保護者や学校運営協議会委員、町職員な
どに対して提言しました。生徒たちは約７０のグループに分かれ、「観
光客を増やすためには？」「住み続けられる町にするには？」「町は災
害時に人々を守ることができるのか」などそれぞれのテーマに沿って、
独自の考えをポスターやタブレット端末を使って発表。発表後には参
加者と町をよりよくするためにどうしたらよいか積極的に意見交換し、
町の未来について語り合いました。

吉田中学校「吉田町の未来を語る会」
力的なまちづくりに欠かせないものは魅

▲�発表終了後、参加者とまちづくりについて
議論する生徒たち

　町内の小学校で新学期が始まり、それぞれ全校児童が参加して書き初
め会が開かれました。そのうち、住吉小学校では１・２年生は教室でフェル
トペンを使った硬筆を、３～６年生は体育館で学年ごとに時間をずらして
毛筆の書き初めに取り組みました。児童たちは、止めやはね、はらいに気を
付けるなど上手に書くコツを教えあっていました。その後、真剣な表情で約
２時間にわたって筆を走らせ、最も上手に書けた１枚を選び提出しました。
３年生の本

もと

橋
はし

康
こう

くんは「文字の重心を考え、バランスよく書くことが難し
かった。納得できる文字が書けたときは達成感があった」と話していました。

町内３小学校で書き初め会
休みの練習の成果を一筆に込めて冬

▲�横に置いた手本を見ながら、止めやはね、は
らいに気を付け真剣に筆を走らせる児童

　牧之原市・吉田町成年後見制度啓発講演会が12月23日、吉田町学習ホー
ルで開催されました。終活ジャーナリストの金子稚子さんを講師に招き、
114人が参加。講演会では、もしものときのために望む医療やケアについ
て前もって考え、家族などと繰り返し話し合い、共有する取り組み「人
生会議（ACP）」の説明が行われました。金子さんは夫を亡くした自身の
体験談や終活の相談事例などを交え、人生会議の必要性を訴えました。
講演会の最後には「病気になってからではなく、健康なときから備え、支
え合える人間関係を構築することが大切」と参加者に呼び掛けました。

牧之原市・吉田町成年後見制度啓発講演会
康なときから備えて 人生会議の必要性訴える健

▲�自身の体験談を交えながら、人生会議の必
要性を訴える金子さん

　第７６回静岡県書き初め展榛南地区展（県書道連盟主催）が１月２６日～２８
日、中央公民館で開かれ、726点の作品が展示されました。作品は牧之原
市と吉田町の書道教室に通う生徒などが提出したもので、その中から大賞、
準大賞、特別賞などの各賞が決定。28日には表彰式が開かれ、受賞者に賞
状やトロフィーが手渡されました。大賞を受賞した皆さんは次の通り（町
内のみ・敬称略）。静岡県教育長賞▷渡

わた

邉
なべ

栞
か

央
の

／静岡県書道連盟会長
賞▷大

おお

石
いし

穂
ほの

香
か

▷浅
あさ

井
い

美
み

羽
ゆ

／榛南書道協会会長賞▷藤
ふじ

岡
おか

かや／吉田町長
賞▷杉

すぎ

本
もと

野
の

々
の

花
は

▷鈴
すず

木
き

峯
み

秀
ほ

織
り

／牧之原市長賞▷粂
くめ

田
た

仁
に

菜
な

▷木
きの

下
した

七
な

奈
な

第７６回静岡県書き初め展榛南地区展
南地区書道教室の生徒による力作並ぶ榛

▲��中央公民館１階に展示された自分の作品、
トロフィーとともに田村町長と記念撮影

第６次総合計画及び第４次国土利用計画の策定に係る答申
議会の意見生かし 計画の実現へ 審

▲�第６次吉田町総合計画策定に係る答申書を
田村町長に手渡す田中会長

　日本樹木医会静岡県支部が１月２３日、町内
で現地研修会を開催しました。研修会には樹
木医14人が参加し、文化財として指定されて
いる「萬年のサツキ」と「能満寺のソテツ」
の樹木診断を行いました。「萬年のサツキ」
が樹木医によって診断されるのは今回が初め
て。樹木医の皆さんはそれぞれ、幹や葉、土
壌の状態を確認し、意見交換しながら診断を
行いました。診断の結果はどちらも良好。大

おお

石
いし

春
はる

夫
お

支部長は「日当たりが良く環境の良い
場所に植栽されており、大きな問題は見られ
なかった。一部害虫の影響を受けている箇所
があったため、定期的な薬剤散布を検討した
方が良いと思います」と話していました。

日本樹木医会が町内で研修会を開催
文化財の樹木を健康診断町

萬年のサツキ
神戸地内に植栽される高さ2.5㍍、直径９㍍のサツ
キツツジ。樹齢は300年以上と言われ、毎年5月
末～６月初めに濃桃色の花を咲かせる。
能満寺のソテツ
片岡の能満寺境内に植栽されている高さ約６㍍の
ソテツ。日本三大ソテツの１つで国指定の天然記
念物。樹齢約1000年と言われる。

　吉田町総合計画等審議会（田
た

中
なか

啓
ひらき

会長）は２月１日、令和６～13年
度のまちづくりの指針を定める第６次吉田町総合計画（案）と第４次
吉田町国土利用計画（案）について答申を行いました。総合計画（案）
では、「豊かで活気にあふれ 心を魅了するまち 吉田町」を将来都市
像に掲げ、今後推進する重要施策が記載されています。田中会長は、
「審議会の意見を計画の実現に生かしてもらいたい」と述べ、田村町
長は「本計画により町の明日がはっきりと見えてくる。皆さんからの
意見を参考に、計画実現に向けて取り組んでいきたい」と話しました。
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子どもの相談室 知的障害者相談 心の病相談 子育て相談
相談日　毎週火～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　8：30～16：30
　　　　（水・木曜日は12:00まで）
場　所　役場５階相談室
※相談がある人は予約してください。
問合先　学校教育課
　　　　 33－2151

相談日　３月５日㈫
時　間　13：30～15：30
場　所　�はぁとふる１階
※相談がある人は予約してください。
問合先　相談員 藤田
　　　　 ０９０－７６８９－２３３３
　　　　相談員 芝
　　　　 3２－３０６５

相談日　毎週日曜日
時　間　9：00～17：00
※�相談がある人は電話で予

約してください。予約を
受け付けた後、相談場所
を連絡します。

問合先　相談員 宮本
　　　　 090－8955－0360 

子育てに関する相談を随時
受け付けています。
相談日　毎週月～土曜日
　　　　第３日曜日（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　子育て支援センター
問合先　子育て支援センター
　　　　 28－7034

心配ごと相談 司法書士権利擁護相談  無料法律相談 日曜開庁実施日
相談日　３月１３日㈬・２７日㈬
時　間　13：30～16：00
　　　　（受付は15：30まで）
場　所　健康福祉センター
　　　　はぁとふる１階
　　　　ミーティングルーム
問合先　社会福祉協議会
　　　　 34－1800

成年後見制度や相続など
相談日　３月２１日㈭
時　間　13：30~16：30
場　所　�健康福祉センター
	 はぁとふる１階相談室
※1週間前までに予約してください。
問合先　社会福祉協議会
　　　　 34－1800

トラブルや法律問題などにつ
いて弁護士に相談できます。
相談日　３月６日㈬・１３日㈬
時　間　13：30～16：30
場　所　�役場２階会議室
相談時間　１人30分間
※相談がある人は予約してください。
問合先　総務課 33－2131

窓口業務を中心に８２業務を
実施しています。
開庁日　３月３日㈰・１０日㈰
　　　　１７日㈰・２４日㈰・3１日㈰
時　間　８：15～12：00
　　　　13：00～17：00
問合先　総務課
　　　　 33－2132

建物の無料相談 消費生活相談 高齢者相談 無料税務相談
相談日　３月３日㈰・１０日㈰
　　　　　　２４日㈰・３１日㈰
時　間　10：00～12：00
場　所　中央公民館２階
　　　　IT 講習室
※相談がある人は予約してください。
問合先　都市環境課
　　　　 33－2161

消費生活相談員による相談
相談日　毎週火・金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　役場６階産業課
上記以外でも随時受け付けてい
ます。事前に連絡してください。
問合先　産業課 33－2122

介護予防、認知症、虐待など
相談日　毎週月～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　８：15～17：00
場　所　健康福祉センター
	 はぁとふる２階
問合先　地域包括支援センター
　　　　 33－2323

相続税、土地取得税、贈与税など
税全般について相談できます。
相談日　３月27日㈬
時　間　13：30～15：30
場　所　役場２階会議室
※相談のある人は予約してください。
問合先　東海税理士会島田支部
　　　　 0547－37ー6575

創業支援相談 経営無料相談「よしサポ」 一般廃棄物最終処分場（エボ池）休日搬入日 清掃センター・リサイクルセンター休日搬入日
創業支援ネットワーク事業
は相談から創業実現までき
め細やかにサポートします。
相談日　月～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　役場６階産業課
問合先　産業課 33－2122

経営や創業について専門ア
ドバイザーに相談できます。
相談日　３月８日㈮・２２日㈮
時　間　９：30～1５：３0　
場　所　北オアシスパーク
※相談がある人は予約してください。
問合先　まちづくり公社
　　　　 33－2700

搬入日　３月10日㈰・24日㈰
時　間　13：30～14：30
※�搬入する場合は月～金曜

日（祝日除く）に事前予約
してください（搬入物の
写真、車両番号が必要）。

問合先　都市環境課
　　　　 33－2102

搬入日　３月２日㈯・1６日㈯
　　　　　　１０日㈰・２４日㈰
土曜日　８：30～12：00
日曜日　８：30～12：00
　　　　13：00～15：00
住所、氏名、ごみの種別を申告
問合先　清掃センター
　　　　 24－0530

募
集

「水の恵み体感ツアー」
の参加者を募集します

　長島ダムの役割とその周辺地域
の魅力を楽しみながら学びませんか。
日　時　３月２日㈯ 10：00～1５：00
　　　　　（小雨決行・雨天は３日㈰に延期）
対　象　�吉田・川根本町、焼津・

藤枝・島田・牧之原・
御前崎・菊川・掛川市
在住者（小学生以上）

集合場所　長島ダムふれあい館駐車場
　　　※現地集合、現地解散
参加費　５００円（保険料、お菓子代）
定　員　６０人※応募多数の場合は抽選
申込締切　２月１５日㈭
問合先　エコティかわね
　　　　 0547－58－7000

募
集

介護職で採用されるための
ポイントを学びませんか

　介護の仕事への復帰や就労を
支援するオンラインセミナーで、
採用されるための好感度アップ
のポイントを学びませんか。セ
ミナー後は個別に面接のアドバ
イスを受けることもで
きます。

日　時　２月１７日㈯ 1０：00～1２：３0
対　象　介護の仕事に興味・関心がある人�
参加費　無料
申込方法　WEB、電話、メール
申込締切　２月１５日㈭
申込・　県社会福祉人材センター
問合先　 054－２７１－2110

募
集

福祉の無料就職相
談会を開催します

　福祉分野への就職、進学を希
望している人に向けた対面式相
談会を開催します。未経験、無
資格、復職の人も歓迎。服装、
入退場は自由です。

開催日①３月３日㈰
　　　②３月７日㈭
　　　③３月１６日㈯
時　間　1３：00～1５：３0
場　所①グランシップ（静岡市）
　　　②浜松市福祉交流センター
　　　③プラサヴェルデ（沼津市）
申込・　県社会福祉人材センター
問合先　 054－２７１－2110

募
集

「ちいさな理科館講座」
の受講者を募集します

３月の講座
開催日 講座名

２日㈯

雲をつくったり、ぬ
るいお湯を沸かせて
みよう（２回実施）
13：00～14：30
15：00～16：30

３日㈰

電磁石のしりぞけ合
う 力 を 利 用 し て ロ
ケットを作ろう

（２回実施）
13：00～14：30
15：00～16：30

９日㈯

指紋を採取してみよ
う！～今日から君も
名探偵～（２回実施）
13：00～14：００
1４：３0～1５：30

１０日㈰

腕の模型を作ってみ
よう（２回実施）
13：00～14：００
1４：３0～1５：30

１６日㈯

溶ける？溶けない？
の科学（２回実施）
1４：00～14：３０
1５：０0～1６：30

１７日㈰

磁石で遊ぼう
（２回実施）
13：00～14：３０
1５：０0～1６：30

３０日㈯

振り子を作ってみよう
（２回実施）
13：00～14：３０
1５：０0～1６：30

対　象　小学生以上
参加費　100円
申込方法　�①希望講座②学校名③

学年④氏名⑤住所・電
話番号⑥保護者氏名を
電話または同館窓口で
直接申し込んでください。

申込時間　12:00～17:00
　　　�　（木・金・第３火曜日を除く）
問合先　ちいさな理科館
　　　　 34－5533

募
集

地域で子どもを育む
活動スタッフを募集

　町内の全４地区（住吉区・川尻
区・片岡区・北区）では「地域の
子どもは地域で育む」を合言葉に
地域教育推進協議会を立ち上げ、
伝統行事や農業体験などさまざ
まな活動を展開しています。各
協議会では子どもたちと一緒に
活動してくれるスタッフを募集し
ています。
問合先　生涯学習課社会教育部門
　　　　 3３－2152

募
集

「チャレンジ教室」の
講師を募集しています

　チャレンジ教室では、学校で
は学べない、将棋や生け花、折
り紙、ボディボードなど、小学
生にさまざまな体験をさせてく
れる講師を募集しています。特
別な資格は必要ありません。
内　容　スポーツや音楽、芸術など
募集締切　２月２９日㈭
問合先　生涯学習課社会教育部門
　　　　 3３－2152

募
集

運転ボランティア
を募集しています

　外出が困難となった高齢者を
支援する町高齢者移動支援事業
の運転ボランティアを募集して
います。興味のある人は気軽に
問い合わせてください。
対　象�　①～④全てを満たす人
　　　①�普通自動車運転免許を

持っている
　　　②７０歳未満
　　　③�５年以内に、交通法令に違

反し事故を起こしていない
　　　④�医師から自動車の運転

を制限されていない
内　容　�平日に町内・近隣市町

の病院などへの送迎
問合先　社会福祉協議会
　　　　 34－1800

募
集

町営住宅入居者・入居
待機者を募集します

住　宅①さくら団地
所在地　川尻２１０
間取り　３ＤＫ（８・６・６）
物　件　平成元年度建設１戸
家　賃　21,５00円～4２,３00円
住　宅②さくら団地
所在地　川尻２１０
間取り　３ＤＫ（８・６・６）
物　件　昭和６３年度建設１戸
家　賃　21,200円～41,700円
住　宅③松下団地（住戸改善済）
所在地　住吉３７
間取り　３ＤＫ（６・６・４．５）
物　件　昭和５３年度建設１戸
家　賃　15,900円～31,３00円
対　象　下記をすべて満たす人
　　　・住宅に困っている
　　　・同居する親族がいる
　　　・収入が基準以下
　　　・市町村税の滞納がない
　　　・�町内に６カ月以上在住

または６カ月以上在勤
　　　・確実な連帯保証人がいる
　　　・暴力団員でない
応募期間　２月１６日㈮～２８日㈬
申込・　都市環境課都市計画部門
問合先　 3３－2161

募
集

「家族介護教室」の
参加者を募集します

日　時　３月１２日㈫ 13：３0～1５：00
場　所　健康福祉センター
　　　　はぁとふる２階研修室
対　象　町内在住の在宅介護者
内　容　�認知症に関する事業や

制度、対応方法について
　　　※�会場では認知症に関す

る展示を行います。
　　　　（13：30～19：00）
講　師　認知症地域支援推進員、
　　　　キャラバンメイト
定　員　２５人（先着順）
申込締切　２月２９日㈭
申込・　地域包括支援センター
問合先　 33－2323

詳細はコチラから▶

詳細はコチラから▶
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問上下水道課 水道業務部門 33－2127／下水道業務部門 33－1100

水道料金と下水道使用料を一括して請求してい
ます。期限内に支払いをお願いします。
令和６年４月から下水道使用料を改定します。

納付には、安全で便利な口座振替を利用してください。
使用年月：令和５年１２月～6年１月　納期限：２月28日㈬

２月水道料金・下水道使用料２月水道料金・下水道使用料 使用料改定の
詳細はコチラ

案
内

安心で豊かな老後生活
農業者年金の加入を

対　象　�６０歳未満の国民年金の第
１号被保険者で、年間６０
日以上農業に従事する人

保険料　20,000円～67,000円／月
　　　　（千円単位で自由に設定可能）
問合先　町農業委員会（産業課内）
　　　　 33－2121

案
内

「介護予防体操inはぁと
ふる」は平日毎日開催

　肩・腰のストレッチなど毎日
の体操で介護予防に取り組みま
せんか。
日　時　�月～金曜日（祝日除く）

14：00～（15分程度）
場　所　健康福祉センター
　　　　はぁとふる１階壁画前
▷飯田講師の指導日
　２月2７日㈫
▷吉村講師の指導日
　３月１２日㈫
※指導日は３０分程度延長します。
※参加費無料、予約は不要です。
問合先　福祉課高齢者福祉部門
　　　　 33－2105

案
内

富士山静岡空港から空
旅行を楽しみませんか

　富士山静岡空港は今年で開港
から１５周年を迎えます。国際線
は現在、ソウル（仁川）線と上海

（浦東）線の２路線が運航してい
ます。また国内線では、札幌（新
千歳）線が３月１日～３０日の間、
１日３往復運航するなど賑わい
をみせています。飛行機に乗る
も良し、空港に遊びに行くのも
良し。15周年を迎える富士山静
岡空港を、私たちで盛り上げて
いきましょう。
※�航空ダイヤやアクセスに関す

る情報は富士山静岡
空港ホームページを
確認してください。

※�サポーターズクラブ公式LINE
では、お得な情報を
発信しています。

問合先　県空港振興課
　　　　 ０５４－２２１－2777

案
内

マイナポータルから
転出手続きができます

　マイナンバーカードを持って
いる人は、スマホを使ってマイ
ナポータルアプリから転出の届
出をすることができます。この
サービスを利用する人は、転出
にあたり町への来庁が
原則不要となります。

※�マイナポータルから転出届を
提出をした人は別途、新住所
地の市町村で転入の手続きが
必要です。新住所地に住み始
めてから１４日以内に転入の手
続きをしてください。
問合先　町民課住民窓口部門
　　　　 33－2101

友だち登録はコチラ▶友だち登録はコチラ▶

案
内

「富士山の日」に展望
台小山城を無料開放

　２月２３日の「富士山の日」に
展望台小山城を無料で開放しま
す。富士山や町の全景を３６０度
パノラマでお楽しみください。
日　時　２月２３日㈮ ９：00～1６：３0
　　　　（入場は1６：００まで）
問合先　産業課商工観光部門
　　　　 ３３－2122

案
内

第19回Springギター
フェスティバルを開催

　高校のギター部や一般市民ギ
ター愛好家、プロのギタリスト
が出演するコンサートを中心と
したイベントです。ギターでの
大学進学、留学に関する相談も
できます。事前申し込みは不要
で、入場無料です。
日　時　３月２０日㈬ １３：３0～1６：００
場　所　藤枝市生涯学習センター
問合先　NPO法人ギター音楽
　　　　教育プロモーション
　　　　 054－623－3433

案
内

聞き逃した同報無線は
「電話応答サービス」で

　同報無線を聞き逃した、強風
や豪雨によって聞き取れなかっ
たといった場合には連絡してく
ださい。いつでも最新の放送内
容を聞くことができます。
ダイヤル　 ３３－2777
　　　　（通話料がかかります）
問合先　防災課防災部門
　　　　 33－2164

新鮮な野菜や地場産品の販売、
フリーマーケットもあります。

３月３日
9：00～

能満寺山公園駐車場

※その他の増減ー３

令和6年1月31日現在
住民基本台帳人口29,202人
� （前月比 －53人）
� 男 14,649人　女 14,553人
※内外国人� 人 口 2,311人
� 男 1,075人　女 1,236人
世帯数  12,230戸（前月比－15戸）
組　数    516組（前月比±０組）
出  生　  8人   死  亡　 37人
転  入　124人   転  出　143人

※その他の増減－5

２月の納税

２月２９日㈭までに納めてください
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の
落
葉
降
り
止
ま
ず
逝

く
順
番
の
だ
あ
れ
も
知
ら
ぬ

く
順
番
の
だ
あ
れ
も
知
ら
ぬ

��

　　

富
田　

洋
子

富
田　
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広
報
広
報
た
ん
か

た
ん
か

如
　
月

しらすのまどぐち情報
（小山城売店）
町内しらす加工会社の商品
をはじめ、町の特産品やよし
吉グッズを販売しています。

ご
逝
去
お
悔
や
み
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し
上
げ
ま
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人

住  
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ふ
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夫
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増ま
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男お　
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人

北  
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す

雄お　

本　

人

北  

区　

良ら

知ち　

千ち

枝え　
　
　

章

北  

区　

山や
ま

木き　

昌ま
さ

司じ　

本　

人

住  

吉　

宮み
や

腰こ
し　

正ま
さ

男お　

本　

人
※�１月１日～31日までに家族の承諾を得た人のみを掲載しています。

【総合体育館】3月の主な利用予定
日 行事名 時　間 問合先

９㈯ 小学生バドミントン大会 ８：00～１８：00 吉田バドミントンスポーツ少年団
０９０－５６１１－８７４４（菊地）

10㈰ 皐月クラブ
ソフトバレーボール交流会 ９：００～１６：０0 皐月クラブ０８０－５１１８－７２０６（長谷川）

23㈯ チャレンジ教室閉講式 ９：00～１１：３0 生涯学習課
３３－２１５２

30㈯
31㈰

全国小学生新チーム
バレーボール大会 ８：00～１７：00 ０９０－８７３８－５４５７（小杉）

【学習ホール】３月の主な利用予定
日 行事名 時　間 問合先

３㈰ スプリングジャズライブ １７：３０～１９：３0 生涯学習課３３－２１５２

固 定 資 産 税　　　　　　　 第４期都 市 計 画 税
国民健康保険税　第８期

入札結果

入札結果を公表します
予定価格・落札価格は消費税込み

令和６年１月17日執行 

制限付き一般競争入札
▪中臨港線外１路線舗装補修工事
（その２）
入札参加　２社
落札業者　大石建設㈱
予定価格　5,148,000円
落札価格　4,950,000円
落札率　96.15％
問合先　財政管理課契約管理部門
　　　　 33－2133

詳細はコチラから▶

３月の園芸ミニ講座
ユーカリのリースを作ろう
ユーカリの爽やかな香りで
お鼻をリフレッシュ♪ドラ
イになっても楽しめます。
日　時　３月９日㈯
　　　　10：00～11：30
場　所　公園内研修室
参加費　３,000円
持ち物　花ばさみ
申込締切　２月２９日㈭ ※先着20人

１月生まれの米寿者１月生まれの米寿者

※生年月日順（敬称略）
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2121 ※日程や開催について変更する場合があります。最新の情報はホームページやLINEで確認してください。



※日程や開催内容について変更する場合があります。最新の情報は図書館に問い合わせてください。※日程や開催内容について変更する場合があります。最新の情報は図書館に問い合わせてください。
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乳幼児の健診・健康相談のご案内

子育て世代包括支援センター
よしにこ 母子健康手帳交付 肝炎ウイルス相談・検査、

エイズ検査、骨髄ドナー登録受付

妊娠期から子育て期のさ
まざまな相談に応じます。
気軽に相談してください。

毎週月曜日
８：15～16：45

健康づくり課 32－7000
中部保健所（予約制）

054－644－9273

町健康ガイドWEB版 町民健康相談 不妊・不育相談

健康ガイドがパソコンや
スマートフォンなどで閲
覧できます。

　

３月４日㈪９：30～11：00
よりよい健康づくりのた
め保健師や管理栄養士が
個別相談に応じます。
健康づくり課 32－7000

専門家による電話相談や
面接相談（予約制）
毎週火曜 10：00～19：00
毎週木・土曜10：00～15：00
県不妊・不育専門相談センター

080－3636－3229

乳幼児健診・健康相談の実施は、対象の人
に個別で通知します。赤ちゃん健康相談の
実施は、町ホームページまたはよしにこダ
イアリーで最新の情報を確認してください。

便利な「よしにこダイアリー」登録して
スマートフォンやタブレットで、子どもの
成長記録、予防接種スケジュールの管理が
簡単にできる無料のアプリです。町からの
お知らせも発信しています。 Android版

よしにこダイアリーのダウン
ロードはこちらから⇩

iPhone版

母子モ 検索 〇

　

だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
空
気
が
乾

燥
し
て
く
る
冬
は
肌
も
乾
燥
し
が
ち

で
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
ア
レ
ル
ゲ

ン
な
ど
が
角
質
層
を
通
り
抜
け
、
体

内
に
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
乳
幼
児
の
肌
は
デ
リ
ー
ト
で
湿
疹

や
皮
膚
炎
を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、

普
段
の
ス
キ
ン
ケ
ア
が
と
て
も
大
切

で
す
。
毎
日
の
ス
キ
ン
ケ
ア
で
肌
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
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ケ
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皮
膚
に
は
、
外
部
か
ら
の
刺
激
や

細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
っ
た

り
、
体
内
か
ら
体
外
へ
水
分
な
ど
が

漏
れ
た
り
す
る
の
を
防
ぐ
働
き
（
バ

リ
ア
機
能
）
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

乳
幼
児
の
肌
は
大
人
の
半
分
ほ
ど
の

厚
さ
の
た
め
、
水
分
を
た
め
て
お
く

力
や
皮
脂
が
と
て
も
少
な
く
、
乾
燥

し
や
す
い
で
す
。
ま
た
、
衣
服
の
摩

擦
、
洗
濯
洗
剤
、
よ
だ
れ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
外
部
刺
激
に
よ
り
皮
膚
ト
ラ

ブ
ル
を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、
適
切

な
保
湿
や
ス
キ
ン
ケ
ア
を
行
い
バ
リ

ア
機
能
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
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キ
ン
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洗
浄
剤
を
泡
立
て
、
素
手
で
顔
と

体
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
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ガ
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皮
膚
へ
の
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激
に
な
り
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
の
泡

を
使
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、
皮
膚
が
密
着
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い
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も
手
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が
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洗
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ま
し
ょ
う
。
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を
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う
。
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少
な
い
量
を
擦
り
こ
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よ
う
に
塗

る
と
皮
膚
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
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剤
の
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り
引
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適

量
を
塗
り
ま
し
ょ
う
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終
え

た
と
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、肌
に
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ッ
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を
の
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て
落
ち
な
い
ぐ
ら
い
が
適
量
で
す
。
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疹
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ら

　

湿
疹
が
で
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
で

き
る
だ
け
早
く
対
処
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
早
期
に
治
し
、
バ
リ
ア
機

能
を
回
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せ
る
こ
と
で
食
物
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ル
ギ
ー
の
発
症
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
ゆ
み
が

強
く
、
眠
り
づ
ら
い
な
ど
の
睡
眠
の

問
題
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
疲
れ
や

す
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
し
よ
う

３月の休診日当番医
３日㈰　玉井整形外科病院
　　　　 2８－6667
１０日㈰　千内科クリニック
　　　　 ３4－1001
１７日㈰　いしだ眼科
　　　　 34－1400
２０日㈬　田﨑クリニック
　　　　 ３2－8585
２４日㈰　徳山整形外科
　　　　 33－0666
３１日㈰　かわしりこどもクリニック
　　　　 33－0555

診療時間　９：00～17：00

※�変更になる場合がありますので医
療ネットしずおかのホームページ
で確認してください。

医療ネットしずおか 検索 〇

　

寒
さ
続
く
中
に
も
春
へ
の
変
化
が

感
じ
ら
れ
る
２
月
。
天
候
は
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
健
康
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
気
象
に
つ
い
て
知
る
こ

と
は
、
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る
だ

け
で
な
く
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
も
大
切
で
す
。
今
月
は
、
天
気

や
気
象
に
関
す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。
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天
気
予
報
の
基
礎
と
な
る
気
象
学

の
入
門
書
で
す
。
わ
か
り
や
す
い
文

章
と
徹
底
し
た
図
解
で
、
雲
・
雨
・
気

温
・
風
の
原
理
や
そ
れ
ら
に
よ
る
気
圧

や
前
線
、
季
節
風
、
台
風
な
ど
を
順

序
よ
く
解
説
。
天
気
予
報
ま
で
の
し

く
み
を
理
解
で
き
ま
す
。
気
象
予
報

士
を
目
指
す
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。

『�

線
状
降
水
帯
』

小こ

林ば
や
し

文ふ
み

明あ
き 

著
／
成
山
堂
書
店

　

深
刻
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
線
状
降
水
帯
や
寒
帯
気
団
収

束
帯
。
最
新
の
事
例
や
観
測
結
果
を

も
と
に
、
そ
の
解
明
に
挑
み
ま
す
。

予
測
困
難
な
豪
雨
・
豪
雪
や
突
風
に

対
す
る
備
え
が
多
角
的
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

『�

天
気
の
こ
と
わ
ざ
は
本
当
に
当
た
る

の
か
考
え
て
み
た
』

�

猪い
の

熊く
ま

孝た
か

之ゆ
き 

著
／
ベ
レ
出
版

　
「
ツ
バ
メ
が
低
く
飛
ぶ
と
雨
」な
ど
、

全
国
に
伝
わ
る
天
気
の
こ
と
わ
ざ
に

注
目
。
気
象
予
報
と
し
て
の
評
価
を

行
い
つ
つ
も
、そ
の
土
地
の
自
然
や
文

化
な
ど
、成
立
の
背
景
を
お
お
ら
か
に

考
察
す
る
姿
勢
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

◎
映
画
会
の
お
知
ら
せ

日　
時　
３�

月
10
日
㈰ 

14
：
30
～

場　
所
　
図
書
館
１
階

　
　
　
　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

作　

品　
『�

家
で
死
ぬ
と
い
う
こ
と
』

　
　
　
　
（
上
映
時
間
88
分
）

制
作
統
括　

土つ
ち

屋や

勝か
つ

裕ひ
ろ

出　

演　
高た

か

橋は
し

克か
つ

典の
り・
渡わ

た

辺な
べ

美み

佐さ

子こ

ほ
か

　
「
先
祖
代
々
守
り
続
け
て
き
た
家

で
死
に
た
い
」義
母
の
思
い
を
叶
え

る
こ
と
は
で
き
る
の
か
？
都
会
で

育
っ
た
男
が
、
余
命
三
か
月
と
宣
告

さ
れ
た
義
母
と
、
雪
の
岐
阜
県
白
川

村
で
過
ご
す
〝
ひ
と
冬
〟
の
物
語
。

※�

作
品
内
容
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
解
説
か
ら
引
用

天
気
の
疑
問
、こ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
。

問い合わせ　図書館　 33－3434　 33－2300　　ＵＲＬ　https://www.lib.yoshida.shizuoka.jp/

３月２月
日 月 火 水 木 金 土

1 ❷ 3
4 5 6 7 8 ❾ 10
11 12 ⓭ ⓮ ⓯ ⓰ ⓱
⓲ ⓳ ⓴ � 22 � 24
25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土
❶ 2

3 4 5 6 7 ❽ 9
10 11 12 13 14 ⓯ 16
17 18 ⓳ 20 21 � 23
24 25 26 27 28 � 30
31

開館時間　月～木10：00～18：30／土・日・祝日９：30～17：30
●は休館日

◎交流ストリート
（２階交流ストリート）
▷�吉田特別支援学校児童生徒
の作品展示
　２月２４日㈯～３月５日㈫
※最終日は1４：３０まで
▷トールペイントの展示
　３月７日㈭～18日㈪

◎２階おはなし室
おはなし会
（赤ちゃん向け）
３月６日㈬・２０日㈬㈷
10：30～10：45
（幼児・小学生向け）
３月３日㈰・１７日㈰
11：00～11：15

◎古本市を開催します
開催日　３月24日㈰
時　間①９：40～13：00※40分ごと20人入替

　　　　（９：30から整理券を配布）
　　　②13：00～16：00　出入り自由
場　所　図書館東側車庫
配布数①1人本、雑誌各10冊まで
　　　②上限冊数なし

広報よしだ◎2024／２月23 広報よしだ◎2024／２月 22

保 健 だ よ り 問い合わせ
　健康づくり課（保健センター）　 32－7000



▲ 応募はコチラ応募はコチラ
３月号の対象者

▶�町内在住で３月に１歳～３歳（令和３・４・５年の各３月生まれ）の誕生日を迎える
お子さんを９人募集します。二次元コードから応募してください。なお応募多数の
場合は抽選となります（掲載されたことがないお子さんを優先して掲載します）。
※抽選の結果は、当選した人にのみこちらから詳細について連絡します。
応 募 期 限　２月20日㈫
問い合わせ　企画課 シティプロモーション部門　 33－2135

　

悪
天
候
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
、
津
波
警
報
発
令
な
ど
毎
年
、

「
今
年
こ
そ
は
」
と
思
い
な
が
ら

も
こ
と
ご
と
く
中
止
と
な
っ
て
き

た
吉
田
町
駅
伝
大
会
。
先
月
は
5

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
青
空
の
下
、

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
町
内
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。
懸
命
に
タ
ス
キ
を
つ

な
ぐ
姿
、
沿
道
で
応
援
す
る
姿
、

ゴ
ー
ル
し
た
人
を
ね
ぎ
ら
う
姿
な

ど
大
会
に
盛
り
上
が
る
人
た
ち
に

つ
ら
れ
、
私
も
自
然
と
足
が
動
い

て
い
ま
し
た（
笑
）。
来
年
は
私

も
走
り
た
い
で
す
。�

（
Ｔ
Ｓ
）

　

吉
田
中
で
開
か
れ
た
「
吉
田
町

の
未
来
を
語
る
会
」（
詳
細
は
紙

面
）
で
多
文
化
共
生
の
課
題
が
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
近

の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
外
国
人
労
働

者
や
移
住
者
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
よ
く
記
事
と
な
り
、
仕
事
で

も
そ
の
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
ル
ー
ツ
が
な
い
人
か
ら
も

住
み
や
す
い
町
と
し
て
選
ば
れ
る

よ
う
に
意
識
し
て
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
で
す
▼
は
た
ち
を
迎
え
た

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
紙
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
当

日
の
晴
れ
姿
を
掲
載
し
て
い
る
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
Ｗ
）

2

おてんばここちゃん、
毎日元気と笑顔をありがとう♡

ちゃん（３歳・神戸）大
おおかわら

川原瑚
こ

々
こ

美
み

誕生日おめでとう♡うまれてき
てくれてありがとうだいすき！

ちゃん（１歳・住吉）飯
いい

田
だ

　 詩
うた

なお君の笑顔でたくさんの幸せ
をもらっているよ。ありがとう

くん（３歳・片岡）川
かわ

口
ぐち

直
なお

太
た

朗
ろう

にこにこ笑顔が可愛いたいがく
んお誕生日おめでとう♡

くん（２歳・神戸）良
ら

知
ち

大
たい

雅
が

１歳おめでとう♪いつも幸せを
くれてありがとう大好きだよ♡

妃那、煌季、早姫と一緒に仲良
く元気に育ってね☆

くん（１歳・住吉）増
ます

田
だ

琉
りゅう

二
じ

（１歳・神戸）永
なが

田
た

陽
はる

悠
ひ

可愛いほんちゃん♬2歳の1年
もいっぱいお出かけしようね！

ちゃん（２歳・片岡）佐
さ

野
の

ほの花
か

あおくんお誕生日おめでとう♡
元気にすくすく育ってね！

くん（１歳・川尻）内
ない

藤
とう

　 碧
あお

くん

ダンスが大好きなめいちゃん
いっぱい歌って踊ろうね♡

ちゃん（３歳・神戸）大
おお

石
いし

萌
め

生
い
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